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　「水産技術」は，水産業に役立つ技術開発（手法や装置の開発，改良など）の成果をいち早く伝え，最
新技術の活用促進を目的とした技術論文誌です。水産業にはいろいろな技術が係わっているため，本誌
は，資源，海洋，増養殖，水産工学，流通加工，水域環境等，幅広い分野を対象としています。本誌が，
水産業に関わる研究者，技術者や実務に携わる専門家等に広く愛読されることにより，最新の技術開発成
果が現場にすぐに活用され，新たな技術が生まれ，さらに後世に伝承されていくことが期待されます。
　通常の学術論文は，仮説を検証し再現できた事象や新しい事実の発見を取扱います。これに対し水産分
野の技術開発は，自然を相手に現場での問題解決に取組むものであり，効果の実証に時間を要し，論文を
書くタイミングを逸してしまうこともありがちです。その結果として，貴重な科学的知見が埋もれてしま
うことになります。技術開発は新しい発想に基づくブレイクスルーとその後の改良の積み重ねが基本で
す。このため本誌では，新しい手法や装置の開発だけでなく，既存の技術の改良に関するものについても
積極的に論文として取り上げます。調査航海や実験的研究の結果で，技術開発に結び付く事実の記述も重
要であると考えています。
　本誌では，投稿された論文のひとつひとつを大切に精査し，読者の観点から，より理解しやすい論文へ
ブラッシュアップすることを通じて，わが国における水産の技術論文のスタイルを確立したいと考えてい
ます。このことにより，より多くの水産技術者の足跡が本誌の上に残され，さらに次世代の技術者の育成
と水産業の振興につなげて行くことを目指しています。
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